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夏期特別企画展とアンケート

１　来場回数の構成比推移 単位　％

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

初めて 72.0 67.6 60.6 62.4

昨年も 12.5 16.6 18.5 15.2

以前来た 15.1 15.3 20.9 22.4

無記入 0.4 0.5 0 0

合計 100 100 100 100

２　特別展感想の構成比推移 単位　％

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

大変よかっ
た

38.4 27.9 47 27.4

よかった 45.4 36.3 43.4 56.5

ふつう 9.4 16.1 7.6 13.1

少しもの足
りない・もの
足りない

4.0 4.0 1.2 3

その他 0 0 0

無記入 2.9 15.7 0.8 0

合計 100.1 100 100 100

アンケート日数 １６日 9日 8日 8日

アンケート回収数 1,045 380 249 245

入場者数 27,876 13,451 16,155 19,422

アンケート期間 8/16～8/31 8/15～8/23 8/23～8/30 8/22～8/29

開催期間 7/19～8/31 7/18～8/31 7/16～8/31 7/15～8/31

開催日数 ４４日 ４５日 ４５日 ４５日

こども館夏期特別企画展来場者アンケート結果の推移

平成２６年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

企画展の内容
恐竜迷路

アドベンチャー
プラネタリウムちびまる子
ちゃん星に願いを特別展

鷹の爪団と行こう！
ジュラジュラ恐竜探検隊

宇宙へGOOOOO!
ロケット・宇宙展
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「初めて」の来場者は、例年同様６割を超えて

いる。２年続けて来館している者は、減少傾向

にあるが「以前にも来た」と答えている者は増

加傾向にある。

感想は、５段階評価のうち「よかった」が、毎年

度高い水準となっている中、今年度は特に多く

過半数を超えた数値になっている。「大変よ

かった」の感想は企画内容によってかなり変動

しており、前年度より今年度は大幅な減少に

なっている。



３　情報入手手段の構成比推移 単位　％
平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

来館して 45.3 20 31 41.9
広報ふじさ
わ

7.4 4 6 1.9

こども館
ニュース

4.7 8 5 10.0

こども館
ホームペー

17.7 40 32 23.1

ポスター 2.2 2 3 1.3
人から聞い
て

13.7 16 11 8.1

チラシ 1.8 4 4 1.9

各種情報紙 0.8 2 1 0.0

自治会回覧 0.0 0 0 0.0

その他 0 3 5 11.8

無記入 6.4 1 2 0.0

合計 100.0 100 100 100.0

４　回答者の住所地の構成比推移 単位　％
平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

藤沢市 36.5 31.1 33.0 33.3
横浜市 22.3 28.7 27.7 25.6
大和市 8.2 6.6 6.0 8.3
綾瀬市 2.5 2.4 2.0 1.9
茅ヶ崎市 7.2 6.8 6.4 5.1
鎌倉市 2.5 5.0 0.8 1.9
寒川町 1.6 0.0 0.4 5.1
県内の都市 12.2 11.1 15.3 14.3
県外の都市 5.2 6.8 8.0 4.5
無記入 1.8 1.5 0.4 0.0

合計 100.0 100.0 100.0 100.0

平成29年度
宇宙へGOOOOO!ロケット・宇宙展
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藤沢市 横浜市 大和市 茅ヶ崎市

藤沢

横浜

大和市

茅ヶ崎

例年同様に藤沢市と横浜市の２市で利用者の

約６割を占めている。今年度については、横浜

市が減少し大和市が増加していることが特徴で

ある。

今年度は、「来館して」から知った、つまり「こども

館は知っていたが、企画展の内容は知らないで

来館した｣人の割合が最も多い。前年よりは減少

しているが、ホームページで事前に情報を入手す

る人が２番目に多い。

展示会場


